
2024 年度 第４回 環境共生部会 レジメ 

日時：2024 年７月２日（火）13：00～14：00 

場所：OBP 協議会事務所 ※zoom 併用   

 

【議 題】 

１. OBP Blooming Place の拡張について 

(ア) まちなかウォーカブル推進事業補助金の交付決定について（報告） 

 

(イ) 新規植栽業務及び維持管理業務の委託契約について 

 

 

２. OBP Blooming Place の維持管理報告（６月分）について 

 

 

３. その他 

以上 

 

 

 

次回  2024 年度第５回 環境共生部会開催予定 

日時：2024 年 7 月 30 日（火）13：00～14：00 

場所：OBP 協議会事務所 ※zoom 併用 



 

 

2024 年度 
 

第４回 環境共生部会 

 

【資料】 

 

 

日時：2024 年７月２日（火）13:00～14:00 

場所：OBP 事務局＋オンライン（Zoom） 

 



                            国 都 総 第 １ ４ ０ １ 号 

 

 

                     一般社団法人 大阪ビジネスパーク協議会 

代表理事 田ノ畑 好幸 殿 

 

 

補助金交付決定通知書 

 

 令和 ６年 ５月 １６日付けで交付申請のあった令和６年度都市局所管補助金については、補

助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和 30年法律第 179号。以下、「法」という。）

第６条第１項の規定により、下記のとおり交付することに決定したので、同法第８条の規定に

より通知する。 

 なお、本事業の実施にあたっては、公共工事の品質の確保の促進に関する法律（平成 17年 3

月 31 日法律第 18 号）に則り、経済性に配慮しつつ価格以外の多様な要素をも考慮し、価格及

び品質が総合的に優れた内容の契約を行い、工事の品質を確保されたい。 

 

令和 ６年 ６月 ２６日 

 

                       国 土 交 通 大 臣 

（公印省略）             

 

記 

 

１．補助金の交付決定額は、別紙のとおりとする。 

２．この補助金の対象となる事業、その内容及びこれに要する経費の配分は、交付申請書記載

のとおりとする。 

３．補助金の額の確定は、補助事業に要する経費（補助基本額）の実支出額に補助率を乗じて

得た額をもって行うものとする。 

４. 補助金は概算を以て支払をしなければ事務に支障を及ぼすような場合には、国土交通大臣

が財務大臣に協議をした上で概算払をすることができる。 

５．補助金の交付の条件は、次のとおりとする。 

 （１）補助事業の実施について次の各号の一に該当する場合は、あらかじめ国土交通大臣の

承認又は指示を受けなければならない。 

  イ 補助事業に要する経費の配分の変更（軽微な変更を除く。）をするとき 

  ロ 補助事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をするとき 

  ハ 補助事業を中止し、又は廃止するとき 

  ニ 補助事業が予定の期間内に完了しないとき、又は事業の遂行が困難となったとき 

 （２）補助事業が完了した場合において、機械、器具、仮設物その他の備品及び材料が残存

するときは、国土交通大臣の承認を得て補助事業の完了後これと同種の他の補助事業に

使用する場合を除き、当該物件の残存価格に当該補助事業に係る補助率を乗じて得た金

額を国庫に返還しなければならない。 

 （３）補助事業が完了した場合において、補助事業の施行により発生した物件があるときは、

当該物件の価格を補助基本額から控除することがある。 

 （４）本補助金について、当該地方公共団体の歳入歳出予算における予算科目別の計上金額

を明らかにする調書を作成しておかなければならない。 

（５）補助事業に係る消費税仕入控除税額に相当する額は、本補助金の額の確定に当たって

は、当該補助事業の事業費から減額するものとする。額の確定後に消費税仕入控除税額



が明らかになったときは、当該補助事業に係る補助率を乗じて得た額に相当する額を国

庫に納付しなければならない。 

 

（６）補助事業者は、本補助金に係る間接補助金の交付を決定するときは、上記(1)から(5)ま

でに掲げる条件及び法第 22条の規定に準ずる条件を附するとともに、補助金の交付を受

けたときは、当該交付額に係る間接補助金相当額を遅滞なく、間接補助事業者に交付し

なければならない。 

 



様式１－２

申　請　

決　定　

（まちなかウォーカブル推進事業） （単位 ： 千円） 事業主体名　
一般社団法人大阪ビジ
ネスパーク協議会

都　市　名 箇　　所　　名

1 都市再生推進 大阪市
大阪ビジネス
パーク地区

1,700

合　計 1,700

（備考）　１　 本表は、別に２部作成し、提出すること。

　　　　　 ２　 事業名は、国の歳出予算の 「項」 及び 「目の細分」 を

　　　　　　 例)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　例）

　　　　　　 のように記載すること。道路事業にあっては、摘要欄に工種等を記載すること。

　　　　　 ３　 国庫債務負担行為に係る事業にあっては、 「摘要」 欄に補助金の各年度割額を記入すること。

　　　　　 ４　 土地区画整理事業 （組合等施行） 等間接補助事業の場合には、摘要欄に間接補助事業名を

　　　　　　 記載すること。

　　　　　 ５　 都市再生推進事業 （都市再生区画整理事業 （都市再生区画整理統合補助事業に係るものに

　　　　　　 限る。） を除く。） 及び交通結節点改善事業については、箇所名欄に地区名を記載し、摘要欄に

　　　　　　 箇所名を記載すること。

　　　　　 ６　 都市公園等統合補助事業については、摘要欄に統合補助事業名を記載すること。

　　　　　 ７　 都市防災総合推進事業については、箇所名欄は空欄とすること。

　　　　　 ８　国際競争拠点都市整備事業（公共公益施設整備型）については、箇所名欄に地域名を、国際

　　　　　　競争拠点都市整備事業（国際競争業務継続拠点整備事業）については、箇所名欄に国際競争

　　　　　　流通業務拠点整備事業計画名を、国際競争拠点都市整備事業（国際競争業務継続拠点整備事

　　　　　　業）については、箇所名の欄にエネルギー導管等整備計画名を記載すること。

都市再生・
地域再生

整備

令和６年度補助金交付　　　　　　　　額表

補　　助　　事　　業　　等　　の　　名　　称

事　　　業　　　名
番　　号 補助金額 摘　　　　　　要

国営公園等 地域連携道路 街路都市公園

kimura-t2re
テキストボックス





 

事 務 連 絡 

令和６年６月２６日 

 

一般社団法人 大阪ビジネスパーク協議会 

代表理事 田ノ畑 好幸 殿 

 

国土交通省都市局総務課 

 

 

まちなかウォーカブル推進事業にかかる 

政治資金規正法上の分類結果について（通知） 

 

 

国から補助金等の交付の決定を受けた会社その他の法人が行う政治活動に関する

寄附につきましては、政治資金規正法第２２条の３により制限及びその適用除外要件

（試験研究、調査に係るもの、災害復旧に係るもの、その他性質上利益を伴わないも

の）が定められています。 

昨今の補助金等の交付の決定を受けた法人による政治活動に関する寄附に係る議

論を踏まえ、総務省において当該適用除外要件に係る運用基準について可能な限り明

確にするため、「国から補助金等の交付を受けた会社その他の法人の寄附制限に関す

るガイドライン」が作成されました。 

国土交通省においては、当該ガイドラインに沿って、所管の補助金等について適用

除外要件に該当するか否かを分類致しましたので、下記のとおり分類結果を通知致し

ます。 

 

 

記 

 

 

まちなかウォーカブル推進事業は、政治資金規正法第２２条の３第１項による寄附

制限の例外（試験研究、調査又は災害復旧に係るものその他性質上利益を伴わないも

の）に該当するものと判断しています。 

 

 

以 上 

  



 

 

（参考） 

 

○政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）（抄） 

 

（寄附の質的制限）  

第二十二条の三  国から補助金、負担金、利子補給金その他の給付金（試験研究、調査

又は災害復旧に係るものその他性質上利益を伴わないもの及び政党助成法 （平成六

年法律第五号）第三条第一項の規定による政党交付金（同法第二十七条第一項の規定

による特定交付金を含む。）を除く。第四項において同じ。）の交付の決定（利子補給金

に係る契約の承諾の決定を含む。第四項において同じ。）を受けた会社その他の法人

は、当該給付金の交付の決定の通知を受けた日から同日後一年を経過する日（当該給

付金の交付の決定の全部の取消しがあつたときは、当該取消しの通知を受けた日）まで

の間、政治活動に関する寄附をしてはならない。  

２～６ （略） 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%98%5a%96%40%8c%dc&REF_NAME=%90%ad%93%7d%8f%95%90%ac%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%98%5a%96%40%8c%dc&REF_NAME=%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%98%5a%96%40%8c%dc&REF_NAME=%93%af%96%40%91%e6%93%f1%8f%5c%8e%b5%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000002700000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000002700000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000


20240702 第４回環境共生部会資料（一部修正） 

OBP Blooming Place の拡張に係る新規植栽業務及び維持管理業務の委託契約について 

 

1. 契約先とその選定理由 

① 契約先 

株式会社グリーンチーム 

② 選定理由 

別紙「OBP Blooming Place の拡張造園の委託業者選定に関する環境共生部会の考え方」について、

2024 年度 6 月度運営委員会に報告し了承をいただきました。 

 

 

2. 契約金額（案） 

金 3,916,000 円也 

※１  上記は、新規植栽施工業務と 11 月以降の維持管理業務（寝屋川沿い並びに PA の欅根元既存 8 升＋新規 36

升）の合計委託料 

※２  2024 年 4 月１日付けで締結した現維持管理業務委託契約（寝屋川沿い並びに PA の欅根元 8 升）は、本契

約の締結により 2024 年 10 月 31 日をもって合意解約し、新規契約に一本化します。 

 

 

3. 業務委託仕様書（案）、業務委託契約書（案）並びに見積書 

別紙のとおり 

  



20240702 第４回環境共生部会資料（一部修正） 

【参考】 

OBP Blooming Place に関する 2024 年度の予算執行見込 

 

期間 項目 
委託料 

（税込み） 
左の説明 

2024 年 4 月１日～ 

2024 年 10 月 31 日 

① 植栽維持管理

費 

880,000 円 ➢ パークアベニューの既存植栽の維持管理（2024 年 4 月～2024

年 10 月）  

・寝屋川沿い 25 ㎡＋PA 8 升 

110,000 円/月×7 か月＝770,000 円 

➢ 材料費一式 110,000 円（一年分） 

 

2024 年 11 月１日～

2025 年３月 31 日 

② 植栽維持管理

費 

1,100,000 円 ➢ パークアベニューの植栽拡張後の 5 か月間（2024 年 11 月～

2025 年 3 月）の維持管理合計額 

【内訳】 

 既存部分（寝屋川沿い 25 ㎡＋PA 8 升） 

110,000 円/月×５か月＝550,000 円 

 新規植栽部分（PA 新規 36 升） 

110,000 円/月×５か月＝550,000 円 

 

③ 2024 年度パ

ークアベニュ

ー花壇拡張に

係る新規植栽

費用 

2,816,000 円 ➣パークアベニューの新規植栽費用（36 升） 

A) 花壇デザイン                    220,000 円 

B) 植栽作業・花壇づくり 

 花苗材料費（約 1,800 株）            1,287,000 円 

 資材費（客土、腐葉土等土壌改良剤、肥料）  330,000 円      

C) 植栽施工 

 ガーデナー人件費等             891,000 円 

（ガーデナー2～３人、土壌整備工 1 人、車両２台） 

 諸経費                    88,000 円 

 

 小計（②＋③） 
3,916,000 円 

 

 合計（①＋②＋③） 4,796,000 円 2024 年度予算額：4,750,000 円 

 

※１補助金について 

上記表中、2024 年度パークアベニュー花壇拡張に係る新規 36 升植栽施工費用（2,816,000 円）とその植栽維持管理

費（550,000 円）の合計額 3,366,000 円に対して「まちなかウォーカブル推進事業補助金」1,683,000 円（補助率 1/2、

上限額 1,700,000 円）が交付されます。 



2024 年 7 月 2 日（火） 

第４回 環境共生部会 資料 

OBP Blooming Place の拡張造園の委託業者選定に関する環境共生部会の考え方 

 

標記について、下記のとおり、2024 年度 6 月度運営委員会で報告して、ご了承をいただいております。 

 

記 

環境共生部会といたしましては、標記業者選定に関して検討を重ね、結果、2024 年度の OBP Blooming Place の拡張造

園を委託する事業者について、当初からの委託事業者である株式会社グリーンチームに継続して委託することとしたいと

考えています。 

 

１. 一体的な植栽デザイン（デザイン、施工、その後の維持管理）や高度な維持管理の継続の必要性 

◼ 2021 年度・2022 年度に造園した OBP Blooming Place は、環境に適応した自然風植栽である「ナチュラリ

スティックプランティング」という手法を用いた多くの種類の宿根草を用いてデザイン・植栽されたガーデ

ンです。 

◼ 宿根草は、一度植えると何年も生き続け、毎年、「芽出し」から「開花」、「枯れゆく姿」までのライフサ

イクルの変化を楽しませてくれます。一方、生育には適切なお世話と年数も必要であり、今も株式会社グ

リーンチームが高度な維持管理を継続的に行うことにより、魅力的な花壇に成長しつつあります。 

◼ これから2024年度・2025年度の２年間でOBP Blooming Placeをパークアベニュー全体に展開するにあたり、

同じガーデナーが植栽デザイン（デザイン、施工、その後の維持管理）を担当してトータル的に責任をもってマ

ネジメントすることが好ましいと考えています。 

 

２. 現在の事業者（株式会社グリーンチーム）の評価 

◼ OBP Blooming Place は、「ナチュラリスティックプランティング」の先進事例として評価されており、神

戸市などの自治体や他団体からも多くの視察をいただいており、株式会社グリーンチームの植栽デザイン（デザ

イン、施工、その後の維持管理）が一定の評価がされているものと考えています。 

◼ 2021 年度の造園当初から、最低限月 4 回、丁寧かつ責任をもって維持管理作業を実施しています。また、維持

管理の結果についても。写真とともに分かりやすく確実に報告（毎月初）を行っています。 

◼ 植物ネームプレートを作成するなど、親しく楽しめる花壇づくりに地道な努力を行っています。 

◼ 2022 年度のワーカー交流事業「映画 FIVE SEOSENS 上映会＆トークサロン」では企画協力とともに講師も務

めていただいた他、日常的に OBP 協議会 HP や城まち Instagram で OBP Blooming Place の情報発信に連携し

てご協力いただいています。 

 

３. ガーデナーとしての実績 

◼ 他エリアでのナチュラリスティックガーデンのデザイン・施工・維持管理の実績 

一般社団法人御堂筋ネットワーク（平野町街園、本町街園、高麗橋街園）など 

◼ 受賞実績  

2019 年「おおさか環境省準大賞（事業者活動部門）」、「大阪府緑のまちづくり賞 奨励賞（ランドスケープマネ

ジメント部門）」、令和 2 年度 環境大臣賞、令和 3 年度 国土交通大臣省  



2024 年 7 月 2 日（火） 

第４回 環境共生部会 資料 

以上、御堂筋ネットワークの御堂筋コンテナガーデンの活動による受賞 

◼ 著作 永村裕子氏、鈴木学氏との共著によるナチュラリスティックガーデンに関する国内初の基本書「宿根草の

植栽デザイン（仮）」2024 年 10 月学芸出版社より出版予定  

◼ 世界的ナチュラリスティックガーデンの権威であるピート・アゥドルフ氏がアジア初となるデザインを手がけた

ピート・アゥドルフガーデン東京に関西地区代表ガーデナーとして参加 

 

４. OBP協議会としての価格の適正性の確保 

◼ 環境共生部会としては、2021 年度事業開始時に 3 社の見積合わせで株式会社グリーンチームを選定しており、

価格の適正性を一定程度確認できていると考えています。 

◼ なお、2021 年度 7 月度運営委員会で承認決議をいただいた際の 3 社の見積金額の比較については、下記表のと

おりです。 

◼ 一方、協議会として金額の適正化を図ることは重要な視点であるので、2024 年度・2025 年度に拡張造園した

後、植栽が生育し安定的に維持管理が可能となった時点などで改めて入札や見積もり合わせなどの実施を検討し

て、競争性の確保や金額の適正性を押さえていくこととしたいと考えています。 

 

 

 

※ 3 社の見積金額の比較（2021 年度 7 月度運営委員会資料から抜粋） 

社名 
見積金額 

（消費税を含む。） 

株式会社グリーンチーム 950,400 円 

香松園 1,089,000 円 

株式会社松槙園 1,320,000 円 

 

以上 
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OBP Blooming Place 拡張に係る新規植栽業務及び維持管理業務に関する業務委託仕様書（案） 

 

I. 委託業務の名称と目的等 

1. 業務名称 

OBP Blooming Place 拡張に係るパークアベニューの新規植栽業務及び維持管理業務 

2. 本仕様書の目的 

本仕様書は、一般社団法人大阪ビジネスパーク協議会（以下「甲」という。）が、パークアベニュー（以下

「PA」という。）に新規に植栽を施工するにあたり、花壇のデザイン・花壇づくり・植栽施工作業及び植栽後の

運営維持管理並びに花壇の PR 活動サポート、ワーカー交流事業サポート、行政協議サポートについて株式会社

グリーンチーム（以下「乙」という。）に業務委託するに際し、当該委託業務の仕様を定めるものである。 

 

II. 契約期間 

契約日から 2025 年 3 月 31 日 

 

III. 植花活動の全体概要 

1. 既存花壇  

OBP 北側寝屋川沿い法面 25 ㎡における花壇、城見一丁目交差点を中心とした民地側欅足元植栽升８箇所 

2. 新規に整備する花壇 

➢ PA の欅足元植栽升 36 升（箇所） ※別図のとおり 

➢ 契約締結後、整備する植栽升の数が減少する場合は、それに応じた植栽施工費等を委託料から減額すること

とする 

 

IV. 委託業務の内容 

1. 新規植栽業務 

① 花壇デザイン 

(ア) 既存花壇との調和したデザイン 

➢ 植栽する場所の環境にあったナチュラリスティックな植栽デザインであること 

➢ 城見１丁目交差点を基準に、PA のツイン２１側（北西側）、富士通・マルイト側（北東側）の２つのゾ

ーンそれぞれに一体感のあるダイナミックな動的なデザインとし、寝屋川沿いの花壇とのつながりを意

識して全体的な構成にも配慮し、ビルや道路との調和も考えたものとすること 

➢ 一年を通して全ての季節において見所のあるデザイン計画がされていること 

➢ 単一種や少数種の丈夫な植物のみで構成する植栽ではなく、多様な植物を組み合わせた自然主義的な植

栽構成のレイヤードスタイルであること 

➢ 原種に近い背の高い宿根草や美しい魅力のあるグラスを一時期だけではなく、年間通して効果的に使用

すること 
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➢ 上記条件について、既存花壇のコンセプトを踏まえて季節ごとに例示すると下記のとおり。 

 春は、芽出しや新緑を美しく楽しめるように開花させる球根を仕込んでおく。 

 初夏は、開花した数種類の自然に近い色合いの宿根草本来の美しさをしっかりと見せる構成とす

る。 

 夏は、花が終わった葉の形状や色がみすぼらしくならないような構造のしっかりした植物で彩る。 

 秋は、輝く穂を上げた様々な形状のグラスのコンビネーションとそのライフサイクルの最終形態

まで成長した宿根草やそれらの紅葉や黄葉した葉のミックスでバランスよく構成し、光や風を受

けて植物が美しくみえるようにする。また、美しく朽ち果てた植物のシードヘッドや金色に輝く

グラスの枯れ姿などそれぞれのコントラストが美しく見えるように演出する。 

 

(イ) 使用する花種 

➢ 根張りのしっかりした健康な花苗を使用すること 

➢ 花種は自然な風合いを損なうものや毎年植えないといけないものは使用しないこと 

➢ 上記①-（ア）のレイヤードスタイルを実現するために、花種の数は宿根草 50 種類以上、グラス 15 種

類以上、球根 15 種類とすることが望ましい 

 

(ウ) メンテナンスの容易性について 

➢ メンテナンスの容易性を確保するために必要な土壌改良及び整備を確実に行なうこと 

➢ 日照条件や灌水条件、欅の足元という環境の過酷な特殊性を考慮に入れた花種の選定を行なうこと 

➢ デザイン性を損なわずにメンテナンスの容易性を確保すること 

 

(エ) デザイン案の作成・提出と承認 

➢ 契約締結後、下記の図面等を OBP 協議会の指示による期限までに作成し、承認を受けるものとする。 

① デザインコンセプト（２ゾーン２種類） 

② 季節変化がわかる植栽デザインイメージ図（２ゾーン春秋 2 つの季節イメージの合計４種

類） 

③ 植栽カレンダー （２ゾーン２種類） 

④ 植栽配置図 （２ゾーン２種類） 

 

② 植栽作業・花壇づくり 

(ア) 花苗の調達  

➢ 使用する植物リスト（植物名・サイズ・数量を記載）を作成し、36 升(1 升あたり最大 50 株程度)の整

備に必要な量の苗を用いて植栽すること 

➢ 病害虫の恐れのない健康で新鮮な苗を準備し、生産者から調達後速やかに植えること 

 

(イ) 土壌の育成・管理  

➢ 植栽升に屈強な雑草や既存植物が植わっている場合、根を残さず丁寧に除去すること 

➢ 植栽に必要な場合は、欅の生育を阻害しない最小限の範囲で欅の根を適切に除去すること 
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➢ 升に水が浸透するように排水ピットを設けること 

➢ 植物の種類に応じて土壌改良を行い、仕上げは、灌水時に水が升から溢れ出ないようにウォータースペ

ースを 3cm 程度設け、さらに植物の種類に応じて使い分けた適切な材料でマルチングを行うこと 

➢ 土壌改良のために１升あたり 4 袋程度（70～80 リットル）の客土を使用し、土を入れ替えること。入

れ替えによって生じた残土は、戻すことなく撤去処分すること 

 

(ウ) 必要材料・機材の調達  

➢ 客土（赤玉、腐葉土）マルチング材（腐葉土・砂利）、緩効性肥料、防虫剤、その他手作業に必要な材

料・道具を準備すること 

➢ 必要な客土は植栽する植物の性質に応じて適切な配合を計画して使用すること 

➢ 作業に際し重機等は安全のため使用しないこと 

 

③ 植栽施工 

(ア) 植栽の施工予定時期 

➢ 36 箇所の植栽升の植栽時期は 2024 年 10 月中旬から 11 月初旬を目途に、甲乙協議の上、植栽にとっ

て適切な時期に実施するものとする。 

 

(イ) 施工管理・作業員 

➢ 同一のナチュラリスティックな宿根草の植栽地を相当な頻度で 3 年以上管理した経験のあるガーデナー

が現場で作業及び作業管理を行うこと 

➢ ナチュラリスティックな植栽に必要な宿根草の生育環境とデザイン性の確保を実現するために十分なス

キルを持ち工程管理ができるガーデナーを起用し、複雑な植栽配置図に従い適切に配置、その後の生育

を考慮した植え付けを実施すること 

➢ 植栽作業は、1 日あたり４升までを目安として、必要な人員を確保した上で正確で丁寧な作業を最優先

し、10 日間程度の作業日程で施工すること 

 

(ウ) 作業日程作成・報告・承認  

➢ 作業日程表を作成・報告し、OBP 協議会の承認を得なければならない。天候による影響や不可抗力によ

る日程の変更も随時報告すること 

 

(エ) 作業完了報告 

➢ 作業が完了後速やかに作業内容や植物の様子などがわかる写真と説明文により作業完了報告を行うこと 

 

2. 維持管理業務 

① 既存花壇の維持管理 

既存植栽地（寝屋川沿い 25 ㎡の花壇と城見１丁目交差点の欅足元既存８箇所）の維持管理 

 花ガラ摘み、除草、清掃（週１回程度） 

 水やり（上記作業に伴って必要に応じて） 
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 上記作業に必要な材料費（肥料防虫剤等の資材、補植費用等） 

・散水栓は、寝屋川沿いの大阪市の水栓１箇所を使用すること 

・水栓鍵の管理等を適切に行うこと 

・ホースや散水に必要なジョウロなどの用具は事業者において準備すること 

 

② 新規に施工した花壇の維持管理  

ナチュラリスティックな植栽の品質の維持するために、施工と同様にナチュラリスティックな宿根草の植栽地を

相当な頻度で 3 年以上管理した経験のあるガーデナーの管理による維持管理を行うこと 

（ア）新規花壇の維持管理（施工後 1 ケ月間） 

➢ 根付くまでしっかりと灌水を行うため、植え付け後１ケ月間は週 2 回程度、必要な灌水作業を行うこと 

（イ）新規花壇の維持管理（施工後２ケ月以降） 

➢ 36 升全てに対して、毎週 1 回以上のメンテナンスを実施すること 

➢ 上記①既存花壇の維持管理と同様に行うこと 

 

③ 維持管理作業の回数 

月 4 回の維持管理業務を行うことを基本とする。 

 

④ 維持管理報告書の提出 

➢ 上記①及び②について、前月の運営維持管理の状況・実績について、育成状況が判別できる花壇の写真

を添えて「維持管理月次報告書」を翌月５日までに OBP 協議会に提出すること 

➢ OBP 協議会は、必要に応じて上記以外の報告を求めることができる。 

 

V. その他 

① 造園・維持管理に必要な行政との調整 

寝屋川沿いの花壇は、大阪市と大阪府の制度に従って造園・運営しているため、必要に応じて大阪市或いは大阪

府との調整・協議に協力すること 

② OBP 協議会が実施する花壇の PR 活動、花壇を活用した交流事業等に対する助言・指導、協力 

OBP Blooming Place の植花活動に関する OBP 協議会の広報活動に協力すること 

・OBP 協議会が運営する SNS や WEB サイトに適した写真の提供と助言 

・プランツネームタグの作成や開花時期や見どころに関する情報提供 

・ファンを獲得できるように OBP 協議会が実施するワーカー交流事業へのサポート 

③ 上記②について、協力の範囲を超えると認められる場合は、甲乙協議の上、乙は、別途必要な経費を請求するこ

とができる。 

 

VI. 委託料 

金 3,916,000 円也（消費税を含む。） 
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【内訳】 

 委託料 左の説明 

① 植栽維持管理費 1,100,000 円 ➢ パークアベニューの植栽拡張後の 5 か月間（2024 年 11 月～2025

年 3 月）の維持管理合計額 

【内訳】 

 既存部分（寝屋川沿い 25 ㎡＋PA 8 升） 

110,000 円/月×５か月＝550,000 円 

 新規植栽部分（PA 新規 36 升） 

110,000 円/月×５か月＝550,000 円 

  

② 2024 年度パークアベ

ニュー花壇拡張に係

る新規植栽費用 

2,816,000 円 ➣パークアベニューの新規植栽費用（36 升） 

A) 花壇デザイン                    220,000 円 

B) 植栽作業・花壇づくり 

 花苗材料費（約 1,800 株）            1,287,000 円 

 資材費（客土、腐葉土等土壌改良剤、肥料）  330,000 円      

C) 植栽施工 

 ガーデナー人件費等             891,000 円 

（ガーデナー2～３人、土壌整備工 1 人、車両２台） 

 諸経費                    88,000 円 

  

小計（②＋③） 3,916,000 円  

（内、消費税額） 356,000 円  

 

 

VII. 仕様書に記載のない事項の取り扱いについて 

本仕様書に記載のない事項については、甲乙お互いに誠意をもって協議することとする。 

 

以上 



OBP Blooming Place拡張に係る植栽業務及
び維持管理業務に関する「業務委託」仕様書
【別紙】

ツイン21側
（北西側）

19本
※南端2升は整
備済み

※車道側欅は大
阪市管理の欅で
対象外です。

富士通・マ
ルイト側（北
東側）

17本
※南端2升は整備
済み

※車道側欅は大
阪市管理の欅で
対象外です。

【参考】

寝屋川沿い法
面花壇25㎡

【参考】
城見1丁目交差点
8箇所（2箇所×
４）



20240702 第 4 回環境共生部会資料（一部修正） 

業 務 委 託 契 約 書（案） 

 

一般社団法人大阪ビジネスパーク協議会（以下「甲」という。）と株式会社グリーンチーム（以下

「乙」という。）は、OBP Blooming Place のパークアベニュー欅根元に係る新規植栽業務及び維持管理

業務（以下「本業務」という。）の委託に関し、次のとおり契約を締結する。 

 

（契約の目的） 

第 1 条 甲が委託し、乙が受託する本業務は下記のとおりとする。 

(1) 業務名称 

OBP Blooming Place のパークアベニュー欅根元に係る新規植栽業務及び維持管理業務 

(2) 業務内容   

別紙の OBP Blooming Place 拡張に係る新規植栽業務及び維持管理業務に関する業務委託仕様書

のとおり 

(3) 契約期間 

契約締結日～2025 年３月 31 日まで 

 

（委託料） 

第 2 条 本業務に要する委託料の額は下記のとおりとする。 

    金 3,916,000 円也（消費税を含む。） 

 

（安全の確保、環境保全等） 

第 3 条 乙は、本業務の実施にあたっては、労働安全衛生法その他当該業務に関する各法令を遵守し、安

全確保・環境保全に努め、甲及び第三者に迷惑をかけないよう措置を講ずるものとする。 

 

（業務内容の変更） 

第 4 条 甲は、甲の都合により、業務内容、期間の変更を行うことができる。 

2. 乙は、天災地変その他不可抗力により期間内に本業務を完了することができない場合は、期間変更

を求めることができる。この場合、その変更について甲・乙協議する。 

 

（検査等） 

第 5 条 第１条第２号の本業務が完了したときは、乙は甲に報告のうえ、甲の指示に基づいた所定の検査

もしくは業務完了の確認を受けるものとする。 

2.  前項の検査もしくは確認に合格しなかったときは、乙は甲の指示に従い、その指示する日までに必

要な修正を乙の費用で行い、あらためて所定の検査もしくは確認を受けるものとする。 



 

3. 前 1 項、2 項の検査もしくは確認に合格したときをもって、本業務は完了したものとする。 

 

（委託料の支払） 

第 6 条 甲は第 2 条記載の委託料について、植栽維持管理費については、前条の検査完了後、乙の請求後

30 日以内に支払うものとし、材料費については、契約締結後、乙の請求後 30 日以内に支払うものとす

る。なお、支払合計額は、第 2 条記載の委託料を上限とする。 

 

（委託料の変更） 

第 7 条 第 4 条第１項の規定により業務内容、期間を変更した場合は、委託料の変更に関して甲・乙協議

して定めるものとする。 

 

（所有権の帰属） 

第 8 条 本業務の内容にかかる所有権並びに著作権は甲に帰属するものとする。また、著作者人格権が発

生する場合、乙は著作者人格権を行使しないことを予め了解する。 

 

（善管注意義務） 

第 9 条 乙は、本契約の本旨に沿って、善良なる管理者の注意をもって本業務を遂行しなければならな

い。 

（瑕疵担保責任） 

第 10 条 本業務において瑕疵がある場合は、第５条の所定の検査もしくは業務完了の確認に合格した 

場合であっても、乙は瑕疵に対し担保責任を免れないものとする。 

 

（第三者に対する権利侵害） 

第 11 条 乙は、本業務の遂行につき第三者の特許権、実用新案権等の工業所有権、著作権、肖像権およ

びその他の権利を侵害することにより当該権利者と甲の間に紛争を生ぜしめないよう注意し、甲に一切

迷惑をかけないものとする。 

 

（契約の解除） 

第 12 条 甲は、乙に次の各号のいずれかにあたる事由があるとき、本契約を解除できるものとする。 

(1) 乙が正当な理由なく、開始時期を経過しても業務に着手しない場合 

(2) 乙が正当な理由なく本業務を打切り、または相当期間本業務を中止した場合 

(3) 乙の責に帰すべき事由により、期間内に本業務を完了することが不可能または著しく困難になった



 

と甲に認定された場合 

(4) 乙の資格に異動を生じ、業務を続行する能力がないと認められる場合または破産等のおそれがある

場合 

(5) 乙が第 14 条に違反したとき 

(6) 前各号のほか、乙が本契約の各条項を遵守せずまたはこれに違反し、もしくは誠実に本契約を履行

する意思がないと認められる場合 

2. 乙は、甲に次の各号のいずれかにあたる事由があるとき、本契約の解除を申し出ることができるもの

とする。 

(1) 甲の責に帰すべき事由により、本業務を完了することが不可能になった場合 

(2) 甲の都合により、開始時期を経過しても本業務の開始に見通しが長期にわたってたたない場合、も

しくは甲の都合により中止された本業務の再開見通しが長期にわたってたたない場合 

(3) 前各号のほか、乙において解除すべき正当な理由がある場合 

 

（反社会的勢力の排除） 

第 13 条 乙は、自ら（役員等を含む。以下本条において同じ。）について、次の各号のいずれにも該当

しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約する。 

(1) 暴力団、暴力団員（暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者を含む。）、暴力団準構成

員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロもしくは特殊知能暴力集団等またはこれら

に準ずる者（以下、これらを総称して「反社会的勢力」という。）であること 

(2) 反社会的勢力が経営を支配し、または経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 

(3) 自らもしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもって利用するな

ど、不当に反社会的勢力を利用していると認められる関係を有すること 

(4) 社会的勢力に対して資金等を供給し、または便宜を供与するなど、反社会的勢力の維持運営に協力

し、または関与していると認められる関係を有すること 

(5) その他反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有すること 

2. 乙は、自らまたは第三者を利用して次の各号の一にでも該当する行為を行わないことを確約する。 

(1) 暴力的な要求行為 

(2) 法的な責任を超えた不当な要求行為 

(3) 取引に関して、脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為 

(4) 風説を流布し、偽計を用いまたは威力を用いて甲の信用を毀損し、または甲の業務を妨害する行

為 

(5) その他前各号に準ずる行為 



 

3. 乙は、本件業務の全部または一部の委託先（役員等を含む。また、委託契約が数次にわたるときに

は、 その全ての委託先およびその役員等を含み、以下本項において「本件業務の 委託先」とい

う。）が第１項各号のいずれにも該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを

確約するとともに、本件業務の委託先が自らまたは第三者を利用して前項各号の一にでも該当する行

為を行わないことを確約する。また、乙は、本件業務の委託先が第１項各号のいずれかに該当し、ま

たは前項各号のいずれかに該当する行為を行ったことが判明した場合には、直ちに当該委託先への委

託の中止または解除のための必要な措置を講じなければならない。 

 

（契約解除の場合の取扱い） 

第 14 条 第 13 条第 1 項により本契約が解除され、甲が損害を受けた場合、もしくは第 13 条第 2 項に

より本契約が解除され、乙が損害を受けた場合、その損害の補てんについて甲、乙協議するものとす

る。 

 

(期間内の解約) 

第 15 条 契約期間中に本契約を解約しようとするときは、甲または乙は 1 か月前までに相手方に対して

書面によりその通知をしなければならない。 

2.  契約期間中に本契約を解約したときは、前項による乙からの申し出または乙の責に帰すべき事由に   

より本契約が終了した場合を除き、甲が乙に支払った委託料は返還されない。ただし、双方協議の

上、甲、乙が書面により合意した場合はその限りではない。 

 

（権利義務の譲渡等の禁止） 

第 16 条 乙は、本契約により生ずる権利または義務の全部もしくは一部を第三者に譲渡し、または他の

権利の目的としてはならない。ただし、甲があらかじめ書面により承認した場合はこの限りではない。 

 

（情報の機密の保持と適正管理） 

第 17 条 乙は、本業務の実施によって得られた情報を第三者に公開、開示してはならず、また業務遂行

以外の目的で使用してはならない。 

2. 更に乙は、甲から提供された情報（以下、「提供情報」という）を適正に管理し、情報の紛失、破

壊、改ざん、漏えい等が生じないよう万全の対策を講じなければならない。 

 

（情報の返還） 

第 18 条 乙は、本業務が完了したときは、提供情報について、甲の指示に従い返却、抹消等の措置をと



 

らなければならない。 

 

（既存契約の終了） 

第 19 条 本契約の締結により、甲と乙が 2024 年 4 月 1 日付けで締結した「OBP協議会の花壇「OBP 

Blooming Place」の維持管理業務」についての委託契約は、2024 年 10 月 31 日をもって終了すること

とする。 

 

(疑義の解明） 

第 20 条 本契約に定めのない事項または本契約の記載事項の解釈について疑義が生じた場合、甲・乙 

誠意をもって協議し解決するものとする。 

 

（合意管轄） 

第 21 条 甲及び乙は大阪地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とすることに合意し、紛争を解決

するものとする。 

 

本契約の成立を証するため本書 2 通を作成し、各当事者記名捺印のうえ各 1 通を保有する。 

 

 

2024 年 月 日 

 

甲  大阪市中央区城見 2 丁目 1 番 61 号 ツイン 21MID タワー31 階 

   一般社団法人大阪ビジネスパーク協議会 

            代表理事 田ノ畑 好幸  

 

乙  大阪市西区立売堀１丁目 5 番２号 立売堀ビルディング 1 階 

株式会社グリーンチーム   

代表取締役 月ケ洞 利彦 



OBP Blooming Place

拡張に係る植栽業務及び運営維持管理業務

下記のとおり御見積もり致します。

備考

消費税 356,000   

税込合計金額 3,916,000 

小計 3,560,000 

②新規に施工した花壇の維持管理 5    月 100,000  500,000   

【維持管理業務　2024年11月〜2025年3月】

①既存植栽地（寝屋川沿い25㎡花壇、PA欅足元既存8箇所） 5    月 100,000  500,000   

ガーデナー2〜3人、土壌整備工1人、車両２台×9日 9    日 90,000   810,000   

諸経費 1    式 80,000   80,000    

資材費（客土、腐葉土等土壌改良剤、肥料） 1    式 300,000  300,000   

③植栽施工

②植栽作業・花壇づくり

花苗材料費（約1,800株） 1    式 1,170,000 1,170,000 

①花壇デザイン

デザイン案（仕様書に記載の①〜④）の作成（２ゾーン2種類） 1    式 200,000  200,000   

単価 金額

【新規植栽業務PAの欅足元植栽升36箇所】

税込合計金額 ¥3,916,000

項目 数量 単位

御見積書

見積日 2024/6/28

一般社団法人大阪ビジネスパーク協議会 御中

〒550-0012

大阪市西区立売堀1-5-2

立売堀ビルディング1階

株式会社グリーンチーム
TEL 080-4564-2909



OBP 協議会の植花活動 植栽運営維持管理報告 

2024-25 年度  6 ⽉管理報告 

巡回実施⽇ 2024.6.1（⼟） 2024．6.8（⼟） 2024．6.15（⼟） 2024．6.23（⽇） 

実施時間 AM8:20〜PM13:10 AM10:20〜PM14:00 AM11:00〜PM14:00 AM9:40〜PM13:30 

天候 晴れ 晴れ くもり ⾬時々くもり  

気温 26℃  29℃ 突⾵ 30℃ 28℃ 

ツイン21（NW） ・落葉、⼩枝、吸い殻

ゴミ等の除去、オダマ

キ、オルラヤ、ペンス

テモンの花がら摘み、

防⾍剤散布、灌⽔を実

施しました。 

・アキレアʼクリペオラ

タʼ開花中 

・落葉、落枝、吸い殻

除去、オダマキ、ペン

ステモンの花がら摘

み、たっぷりと灌⽔を

実施しました。 

・エキナセアʼロッキー

トップʼ開花しました。 

・落葉、落枝、吸い殻

ゴミ等除去、雑草除去、

オダマキ、ガウラの花

がら摘み、ノコンギク

の切り戻し、たっぷり

と灌⽔を実施しまし

た。 

 

・落葉、落枝、吸い殻ゴ

ミ等除去、オダマキ、ガ

ウラ、エキナセアʼロッキ

ートップʼの花がら摘み、

ネペタ、ノコンギクの切

り戻し、オルラヤのバラ

ンス調整を実施しまし

た。 

松下 IMP（SW） ・樹⽊の落枝、不要な

枯れ葉除去、ヤブラン

の剪定、防⾍剤散布、

⽔の必要なホスタ、ヒ

ューケラ中⼼に灌⽔を

実施しました。 

 

・落枝除去、ヒューケ

ラ等の不要な枯れ葉除

去、ヒューケラの花が

ら摘み、ホスタ等の葉

に付着した⿃の糞を除

去、たっぷりと灌⽔を

実施しました。 

・落葉やゴミ等の除

去、ヒューケラの枯葉

除去、茂っているもの

（カレックスʼエバー

ゴールドʼ、ヤブラン

など）の量感を減らし

バランス調整のための

剪定、たっぷりと灌⽔

を実施しました。 

 

・落枝、ヒューケラの

枯れ葉除去を実施し、

⾬がしっかりと⼊って

いるのを確認しました

ので、灌⽔は実施しま

せんでした。 

・いつも⽔不⾜気味の

カラスバタンチョウソ

ウやティアレラがしっ

かりしていました。 

住友⽣命（SE） ・雑草除去、エキナセ

ア、サルビアʼスノー

ヒルʼの花がら摘み、

ガーデンシクラメンの

枯葉除去、防⾍剤散

布、たっぷり灌⽔を実

施しました。 

・エキナセアʼサンシ

ーカーマジェンダʼの

蕾が多数ついていま

す。 

・雑草除去、エキナセ

アの花がら摘み、ガー

デンシクラメンなどの

枯葉除去、サルビアの

剪定、たっぷりと灌⽔

を実施しました。 

・エキナセアʼサンシ

ーカーマジェンダʼ開

花中でスティパの穂が

美しいです。 

・落葉、雑草除去、エ

キナセアの花がら摘

み、花が終わったサル

ビアʼスノーヒルʼの切

り戻し、たっぷりと灌

⽔を実施しました。 

・ガーデンシクラメン

は休眠に⼊るため葉が

少なくなっています。 

・落葉、雑草除去、エ

キナセアの花がら摘

み、シロタエギクの剪

定を実施し、灌⽔は実

施しませんでした。 

・エキナセアʼサンシー

カーマジェンダʼがたく

さん開花中です。 



OBP 協議会の植花活動 植栽運営維持管理報告 

 

富⼠通（NE） ・吸い殻、落枝、雑草

除去、エキナセア、オ

ダマキ、の花がら摘

み、防⾍剤散布、しっ

かりと灌⽔を実施しま

した。 

・⾍⾷い跡がありまし

た。 

・エキナセアʼミニベ

ルʼ、オダマキの花が

ら摘み、サルビアʼア

ズレアʼの切り戻し、

たっぷり灌⽔を実施し

ました。 

・エキナセアʼサンシ

ーカーマジェンダʼ、

エキナセアʼマグナス

スーペリアʼ開花 

 

・落葉、雑草除去、エ

キナセアʼミニベルʼ、

オダマキの花がら摘

み、フロックスの⼀部

を剪定、たっぷり灌⽔

を実施しました。 

・エキナセアʼミニベ

ルʼの花をちぎった跡

がありました。 

・エキナセア、フロッ

クスの花がら摘み、バ

ランス調整の剪定を実

施し、灌⽔は実施しま

せんでした。 

・22 年度に作庭した升

のエキナセアʼミニベルʼ

は、昨年より花数は多

くなっていますが、21

年度に作庭した升と⽐

べると少なく感じるほ

ど 2 年半経過の枡は、

花数が増えています。 

寝屋川沿い ・常緑樹の落葉、吸い

殻、空き⽸などのごみ

の除去、サルビア、ピ

ンピネラの花がら摘

み、防⾍剤の散布、秋

に花咲く宿根草（アス

ターメンヒなど）の剪

定、プロムナード下の

⾬のかからないエリア

中⼼にたっぷり灌⽔を

実施しました。 

・オダマキ、ルドベキ

アの葉に害⾍被害が⾒

られました。 

・落葉、吸い殻、雑草

の除去、アキレアʼピ

ーチセダクションʼの

花がら摘み、秋に咲く

宿根草（サルビアʼア

ズレアʼ、アスターʼビ

クトリアʼなど）の切

り戻し、ずっと咲き続

けているスカビオサʼ

オクロレウカʼの株の

消耗を防ぐために切り

戻し、全体的にたっぷ

り灌⽔を実施しました 

・⾬の降らない⽇が続

き、⾼温のため全体的

に乾燥していました。 

・いつも掃除をしてく

れていますが、吸い殻

ごみは多少あります。 

・落葉、吸い殻、空き

⽸などのゴミ、雑草除

去、オダマキ、アキレ

アʼピーチセダクショ

ンʼ、ガウラ、エキナ

セアʼサザンベルʼ、エ

キナセアʼフラダンサ

ーʼなどの花がら摘

み、パニカムʼロート

ストラールブッシ

ュʼ、アスターʼアイデ

アルʼ、ブロンズフェ

ンネルの切り戻し、全

体的にたっぷりと灌⽔

を⾏いました。 

・ヘレニウムʼショー

トンサッシーʼ、アキ

レアʼセリースクイー

ンʼ、アリウムʼ丹頂ʼな

ど様々な宿根草が開花

しています。 

・吸い殻ゴミ（特にし

たに⽸コーヒーと吸い

殻がセットで放置され

ています）雑草除去、

エキナセア、アキレアʼ

ピーチセダクションʼの

花がら摘み、アリウム

の枯葉除去、ブロンズ

フェンネル、オレガノ

の切り戻し、⾬のかか

らないエリアを中⼼に

たっぷりと灌⽔を実施

しました。 

・エリンジウム、ベロ

ニカʼマリエッタʼ、エキ

ナセアʼホワイトパーフ

ェクションʼ、アスチル

ベʼプルプランチェʼが開

花しました。 



OBP 協議会の植花活動 植栽運営維持管理報告 

ツイン 21（NW） 

 

6/1 

 

 

6/15 エキナセアロッキートップ開花 

 

 

6/23  

ツイン 21（NW2） 

 

6/1 

 

 

6/15 

 

 

6/23 エキナセロッキートップ開花 

松下 IMP（SW） 

 

6/1 

 

 

6/15 

 

 

6/23 

松下 IMP（SW2） 

 

6/1 

 

 

6/15  

 

 

6/23 

住友⽣命（SE） 

 
6/1  

 

 
6/15 

 

 
6/23 
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住友⽣命（SE2） 

 

6/1 

 

 

6/15 

 

 

6/23  

富⼠通（NE） 

 

6/1 

   

 

6/15  

 

 

6/23 

富⼠通（NE2） 

 

6/1 

 

 

6/15 

 

 

6/23 

寝屋川沿い 

 

6/1 エキナセアパリダ開花 

 

 

6/15 ヘレニウム開花 

 

 

6/23 エリンジウム開花 

寝屋川沿い 

 
6/1 エキナセアフラダンサー開花 

 

 
6/15 ルドベキア開花 

 

 
6/23 




